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風況的に優れた環境を作りだす屋上設置型のマイクロ風力発電モジュールの開発

■背景 ~自社技術の位置づけと開発の必要性〜~社会的課題と風力発電の現状~ ■目的

■研究成果①~円柱-フィン構造の最適化~ ■研究成果②~円柱-二重リング構造の開発~

■研究成果③~200W級風車の試作~ ■研究成果③~寺泊水族館のフィールド試験~

■研究成果④~集風体の設計・設置~

■研究成果⑤~従来の風車の危険性とパンタレイ風車の安全性~ ■今後の技術課題や取り組み

設立 代表者 主な事業 連絡先

2021年8月20日 佐藤靖徳
• 風力発電の研究開発 / 開発支援/ 設計/ 販売
• レオロジー関連製品の販売 / コンサルティング

連絡先：株式会社パンタレイ 佐藤 靖徳
MAIL：y.sato@pantarhei-nagaoka.com

会社紹介

微風から暴風まで対応可能な
「縦渦リニアドライブ風車」と
「集風体」を組み合わせた屋上
設置型小型風力発電モジュール
を開発

都市部や離島など太陽光発電が
不利な地域や、災害時の非常用
電源、狭小・低風環境での再エ
ネ活用を目的とし、安全かつ低
騒音な分散型独立電源としての
社会実装を目指す

最大瞬間風速23.5[m/s]（11月28日）の試作機の様子
フィールド試験の風配図（発電時間[s]）

＜設置前（2025年1月）＞
• 風の出現頻度：NNW（北北

西）〜S（南）まで幅広く観測
• 風車が回転して電圧 > 0となっ

た風向：NNW〜SWに限定
⇒ 出現風向すべてに対して
発電できていない状況

＜設置後＞
• 風の出現頻度：NNW〜Sで同様

に観測
• 電圧 > 0となる風向：風の出現

頻度とほぼ一致
⇒ 集風体により多方向からの
風を有効活用できるようになり、
稼働率が向上

■技術開発

フィンと二重リングの相乗効果を最適化し発電効率20％を目指すとともに、
増速機と発電機の適合、集風体の改良による風向対応力の向上を図る。

■社会実装に向けた進展

寺泊水族館での実証により暴風下での運用性を確認し、初期顧客3者と
事業化検討を開始、特許出願により差別化と展開体制を整備した。

■今後の展望
1/1スケールモデルの実証とフェーズBを通じて協業体制を構築し、
屋上設置型や災害対応型などの用途別モジュール展開を目指す。
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